
令
和
６
年

Ｈ

月

１０

日

（
日
）
、
大
牟

田
市
鳥
塚

町
鳥
塚
市
営
住
宅
周
辺
に
お

い

て
、
秋

の
火
災

予
防
運
動

の

一
環

と
し

て
、
大
牟

田
市
消
防
署
と
大
牟

田
市

消
防

団
と
合
同

で
、
火
災
を
想
定
し
た
火
災
防
ぎ

ょ
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

署

合
同
地
域
防
災
啓

練
実
施
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参

加

者

の
声

副
団
長

こ
の
度

、
地
域
防

災
啓
発

訓
練
に
東
部
方
面
隊
が
参
加

し
ま
し
た
。

高
低
差

の
あ

る
住
宅
地

で

の
訓
練

と

い
う

こ
と

で
、　
一

般
車
両
や
通
行

人
に
配
慮
し

特
に
機
関
員
に
は
よ

い
経
験

に
な
る
訓
練

で
あ

っ
た
よ
う

で
す

。
他

分
団
と

の
積
極
的

高
取
分
団

副
分
団
長

加
藤

勝
巳

こ
の
度

、
地
域
防

災
啓
発

訓
練

で
高
取
分
団
も
参
加
し

ま
し
た

高
取
分
団
は
白
川
分
団
か

ら
羽
山
台
分
団

へ
送
水
を
中

継
し
羽
山
台
分
団
は
高
取
分

団

へ
送
水
を
中
継
し
て
も
ら

つ

て
鳥
塚
市
営
住
宅
内
外
周
を

消
火
ホ
ー
ス
を
９
本
延
長
し
、

今
回
は
前

回
の
訓
練

で
Ｋ
Ｓ

コ
イ
ル
巻
き
実
戦
し
火
点
タ
ー

ゲ

ツ
ト
を

目
指
し

て
放
水
を

致
し
ま
し
た
。

今

回
の
訓
練
内
容
を

い
か

し

て
ス
キ

ル
ア

ツ
プ

を
心
が

け
た
い
と
思

っ
て
ま
す
。

女
性
分
団

団
員

櫻
井

ち
は
る

仕
事

、
家
族

、
消
防

団
と

「
三
足
の
わ
ら
じ
」
を
履
く

女
性
消
防
団
は
主
に
、
広
報

。

啓
発
活
動
に
月

１

回
の
オ

ン

ラ
イ

ン
会
議
等

で
、
工
夫
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

女
性
な
ら

で
は
の
視
点

で

地
域
防
災
や
地
域

の
絆
を
深

め
る
活
動

も
展
開
し

て
い
ま

す
。
現
在

、
団
員
数
は
八
名

で
す

。
女
性
分
団
員
絶
賛
募

集
中
で
す
！

小
,II

不口
雄

な
無
線
機

の
運
用
が
必

ミ
ど

感
じ
ま
し
た
。
各
分
団
、
各

方
面
隊

で
繰
り
返
し
訓
練
を

す
る

こ
と

で
ス
キ
ル
ア

ツ
プ

を
し
災
害

に
備
え
た

い
と
思

い
ま
す
。
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「消
防
団
地
域
貢
献
表
彰
」
は
、
地
域

大
な
貢
献
を
し
て
い
る
消
防
団
の
日
々

動
を
称
え
る
総
務
大
臣
表
彰
と
し
て
、

年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
の
対
象
は
、
地
域
防
災
力
の

や
消
防
団
員
の
確
保
等
に
特
に
積
極
的

り
組
む
消
防
団
及
び
消
防
団
事
務
を

る
市
町
村

・
消
防
本
部
で
あ
り
、
こ
れ

の
大
牟
田
市
消
防
団
の
取
り
組
み
が

れ
受
賞
で
き
ま
し
た
。

令 和 5年 度 消 防 団 地 域 貢 献 表 彰 受 賞

令
和
６
年
４
月
１８
日

（木
）
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
中
央
合
同
庁
舎
に
て
、
令
和

団
地
域
貢
献
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
大
牟
田
市
消
防
団
が
地
域
貢
献
表
彰
を

ま
し
た
。

昨
年
よ
り
引
き
続
き
団

長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
新
し
い
新
年
を
迎
え
、

第
２０
号
し
ょ
う
太
く
ん
だ

よ
り
を
発
行
す
る
に
あ
た

り

一
言
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。消

防
団
の
皆
様
又
地
域

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
消
防
団
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

消
防
団
は
地
域
の
皆
様

の
、
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓

練
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
本
年
も
、
火
災
予
防

啓
発
活
動
や
、
い
ろ
い
ろ
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新
年
挨
拶

回
長
　
西
山
　
孝
和

な
場
面
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
を
積
極
的
に
実
施
し

地
域
の
防
災
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

災
害
発
生
時
に
は
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
を
行
い
、

地
域
の
皆
様
の
安
全
確
保

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

近
年
は
少
子
高
齢
化

ラ
ィ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

に
よ
り
消
防
団
員
の
確

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
本
年
も
昨
年

上
に
消
防
団
へ
の
加
入
促

進
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
自
然
災
害
や
、

火
災
な
ど
厳
し
い
状
況
が

続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が

消
防
団
は
地
域
に
根
ざ
し

皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
い

く
と
共
に
署
団

一
致
の
精

神
の
も
と
、
署
と
団
が
カ

を
合
わ
せ
災
害
活
動
や
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
消
防
団
活
動
に

対
し
ま
し
て
こ
れ
ま
で
同

様
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ヒや
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令
和
７
年

大
牟
田
市

消
防
出
初
式

開
催

田市消

令
和

７
年

１
月
１２
日

（
日
）
に
、
令
和

７
年
大
牟

田
市
消
防
出
初
式
が

さ
れ
ま
し
た
。

３
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、
文
化
会
館
で
第
１
部
の
式
典
、
大
牟
田
市
役

で
第
２
部
の
分
列
行
進
、
笹
林
公
園
で
第
３
部
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

倉
永
分
回

副
分
回
長
坂
口
孝

令
和
７
年
大
牟

田
市
消
防

出
初
式
式
典
に
お

い
て
、
倉

永
分
団
は
、
明
治
分
団
と
共

に
福
岡
県
消
防
協
会
表
彰

、

竿
頭
綬
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
消
防
団
活
動
に

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

貝lJ

邦
夫
一

心
配
さ
れ

て
た
雨
や
雪
も

降
ら
ず
、
各
方
面
隊
ご
と
に

分
か
れ
、
市
役
所
前
を
行
進
、

多
く

の
市
民
に
見
守
ら
れ
、

気
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
我
が
町
を
守

り
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
１
日

（日
）
福
岡
県
嘉
麻
市
に
あ
る
福
岡
県
消
防
学
校

て
、
第
２７
回
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
消
防
団
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場
し
、
全
国
大
会
出
場
は
叶
い
ま
せ

で
し
た
が
、
県
内
２４
の
消
防
団
が
参
加
す
る
な
か
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

羽
山
台
分
団

境

公
博

今
回
、
県
大
会
に
参
加
し
、

多
く
の
方
の
お
世
話
に
な
り
、

感
謝

の
気
持
ち

で
い

っ
ぱ

い

で
す
。
普
通

で
は
林
験
出
来

な

い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

分
団
に
今
回
学
ん
だ
経
験
、

作
法
を
持
ち
帰
り
、
今
後
の

消
防
活
動
に
繋
げ

て
い
き
ま

す
。大

正
分
団

ト
ダ
ガ
ラ
ン

セ
ル
ジ

さ
ま
ざ
ま
な
分
団
の
人
達

と
新
た
な
チ
ー
ム
を
組

み
、

共
通
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
協
力
し
合
う

こ
と
が

で

き

て
本
当
に
楽
し
か

っ
た

で

す
。刺

激
的

で
や
る
気

の
出
る

経
験

で
し
た
。
ま
た
参
加

で

き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

中
友
分
団

副
分
団
長

石
山

手
鎌
分
団

第
２
部

団
員

稲
又
賢
明

令
和

７

年
消
防
出
初
式

で

は
西
部
方
面
隊
と
し

て
大
牟

田
中
央
分
団
、
中
友
分
団
、

大
正
分
団
、
明
治
分
団
と
共

羽
山
台
分
団

小
川

洸
平

県
大
会
を
通
し

て
消
防
操

法
技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

他

の
分
団
の
方

々
と
も
話
す

よ
う
に
な
り
実
現
場

で
の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
り

や
す
く
な

っ
た
と
感
じ
ま
す
。

今
回
学
ん
だ
事
を
自
分
の

分
団

へ
持
ち
帰
り
共
有
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

に

一
斉
放
水
訓
練
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
を
通
し

て
実
火

災

の
機
械

、
送
水

、
放
水
動

作
を
学
ぶ
と
と
も
に
同
じ
消

防
団
達
と
の
連
携
や

一
体
感

を
生
み
出
し

い
ち
早
く
初
期

消
火

の
大
切
さ
を
認
識
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
も
市
民
の
安
心
安
全

で
あ
る
消
防
団
と
し

て
、
団

員

一
同
精

一
杯
努
め

て
参
り

ま
す
。

白
川
分
団久

富

拓
人

今
回
初
め

て
県
大
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
良

い
結
果
は

残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
皆
さ

ん
の
サ
ポ
ー
ト
、
ご
指
導
に

よ
り
何
不
自
由
な
く
練
習
が

で
き
ま
し
た
。

県
大
会

で
の
練
習
を
今
後

の
分
団
活
動
に

い
か
し

て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
取
分
団

ブ
イ
・二
子
イ
ー

仕
事
終
わ
り
か
ら

の
訓
練

は
大
変

で
し
た
が
、
力
合
わ

せ
て
優
勝
す
る
ぞ
と
強
く
思

い
、
キ
ツ
く
も
楽
し

い
、
い

い
時
間
を
過
ご
せ
て
幸
せ
で

す
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

っ

た
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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白
川
分
団前

田

翔
輝

今
回
の
大
会

で
思
う
よ
う

な
結
果
で
は
な
か

っ
た
で
す

が
、
み
ん

な
で
団
結
し
て
操

法
が
出
来
た

こ
と
は
と
て
も

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た

二
年
循
出

て
大
牟

田

市
に

い
い
結
早
を
持
ち
帰
れ

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。


